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稷
稜
陣
地
に
猛
攻
撃
を
開
始
、
十
三
日
夜
半
ま
で
に
稷
稜

野
戦
陣
地
は
す
べ
て
突
破
さ
れ
、
各
部
隊
は
小
豆
山
に
集

結
し
て
態
勢
を
整
え
て
戦
っ
た
が
、
ソ
連
軍
と
の
激
突
、

苛
烈
な
戦
い
に
壊
滅
に
近
い
状
態
に
ま
で
な
っ
た
。

師
団
所
属
の
各
隊
将
兵
の
多
く
は
壮
烈
な
戦
死
、
し
か

も
、
二
日
間
の
戦
闘
で
四
人
の
連
隊
長
は
戦
死
し
た
。

第
二
百
七
十
三
連
隊
長

瀬
尾

浩
大
佐

牡
丹
江
重
砲
兵
連
隊
長

纐
纈
哲
三
大
佐

第
二
百
七
十
二
連
隊
長

石
川
栄
治
大
佐

野
戦
重
砲
兵
第
二
十
連
隊
長

松
村

精
大
佐

第
百
二
十
四
師
団
長
椎
名
正
健
中
将
は
、
残
り
少
な
い

将
兵
を
集
め
、
全
員
玉
砕
の
切
り
込
み
態
勢
を
整
え
て
い

る
時
、
上
層
軍
の
後
退
命
令
を
受
け
て
残
存
部
隊
を
ま
と

め
る
に
至
っ
た
。
同
師
団
は
敗
色
濃
い
前
戦
を
知
り
な
が

ら
よ
く
戦
っ
た
。
慟
哭
の
思
い
で
あ
る
。

南
方
転
出
の
第
八
師
団
も
、
転
進
途
上
「
福
嶺
丸
」

「
永
治
丸
」
等
の
座
礁
・
沈
没
。
比
島
戦
場
に
着
い
て
は
、

敵
弾
と
飢
餓
と
、
マ
ラ
リ
ア
等
に
襲
わ
れ
、
帰
れ
た
人
は

ど
れ
程
で
あ
る
か
。
比
島
方
面
作
戦
に
参
加
し
た
陸
海
軍

部
隊
六
十
三
万
。
そ
の
損
害
四
十
七
万
余
で
あ
る
。
も

し
、
第
八
師
団
が
綏
陽
に
残
っ
て
ソ
連
軍
と
戦
っ
た
な

ら
、
た
と
え
精
鋭
を
誇
っ
て
い
て
も
、
第
百
二
十
四
師
団

と
同
様
の
運
命
を
た
ど
っ
た
で
あ
ろ
う
。

自
ら
老
兵
と
い
う
、
十
五
人
の
同
志
は
、
ま
さ
に

老
骨
に
鞭
打
っ
て
、
歩
兵
第
三
十
一
連
隊
（
弘
前
）

出
身
の
、
体
験
者
菊
池
政
男
氏
の
証
言
と
、
綏
陽
会

宍
戸
次
夫
氏
の
資
料
を
も
っ
て
、
本
文
を
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
宍
戸
氏
は
過
般
鬼
籍
に
入

ら
れ
た
こ
と
を
聞
き
、
御
冥
福
を
祈
る
。星

澤

記

蒙
彊
か
ら
河
南
ま
で

東
京
都

川

村

傳

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
一
月
八
日
、
私
が
入
隊
す
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る
時
の
私
の
家
族
構
成
は
父
、
母
、
姉
二
人
、
私
、
弟
、

妹
の
七
人
で
し
た
。

長
女
の
姉
は
既
婚
で
、
夫
が
陸
大
騎
兵
科
出
身
の
中
佐

で
支
那
派
遣
軍
第
十
三
軍
（
登
）
の
参
謀
と
し
て
出
征
中

だ
っ
た
の
で
、
姉
は
生
家
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。

父
の
先
祖
は
東
京
出
身
で
、
第
十
四
代
目
が
父
に
当
た

り
、
不
動
産
を
受
け
継
い
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
生
来
弱
か
っ
た
の
で
羽
仁
説
子
の
自
由
学
園
に
通

い
、
給
食
や
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
を
や
ら
せ
ら
れ
た
た
め
か

兵
隊
検
査
は
甲
種
合
格
で
し
た
。

学
校
は
基
礎
工
学
が
好
き
で
材
料
工
学
を
好
ん
で
学
び

ま
し
た
が
、
軍
隊
で
は
幹
候
は
受
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
大

学
は
帰
国
し
て
か
ら
で
、
四
十
歳
過
ぎ
て
か
ら
の
入
学
で

す
。昭

和
十
七
年
一
月
八
日
、
東
京
駅
に
集
合
し
た
時
の
服

装
は
国
民
服
で
し
た
。
一
月
十
日
大
阪
難
波
別
院
に
集

合
、
三
国
旅
館
に
宿
泊
。
こ
こ
で
軍
服
と
兵
器
を
受
領

し
、
四
種
混
合
の
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
た
。

入
隊
先
は
北
支
派
遣
騎
兵
第
十
四
連
隊
で
、
初
年
兵
受

領
の
た
め
中
野
曹
長
と
松
山
軍
曹
が
来
て
い
ま
し
た
。
集

合
人
員
約
一
千
人
ぐ
ら
い
で
し
た
。

行
く
場
所
は
綏
遠
省
の
一
番
西
方
の
安
北
（
ア
ン
ポ

ク
）
と
い
う
聞
い
た
こ
と
の
無
い
砂
漠
地
帯
で
す
。
一
月

十
三
日
大
阪
出
発
。
十
四
日
広
島
着
、
歩
い
て
宇
品
に
行

き
、
輸
送
船
「
信
陽
丸
」
に
乗
船
出
港
し
ま
し
た
。
十
六

日
釜
山
に
上
陸
、
国
民
学
校
校
庭
で
国
防
婦
人
会
、
愛
国

婦
人
会
の
方
々
か
ら
豚
汁
の
接
待
を
受
け
夜
半
に
出
発
。

十
七
日
鴨
緑
江
を
渡
り
満
州
国
安
東
に
着
き
雪
の
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
で
体
操
を
し
ま
し
た
。

十
九
日
、
山
海
関
で
万
里
の
長
城
の
壮
観
に
感
心
し
ま

し
た
。
そ
し
て
翌
二
十
日
、
中
国
綏
遠
省
包
頭
（
内
蒙

古
）
に
着
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
列
車
を
降
り
、
そ
こ
か
ら

は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
約
百
キ
ロ
西
方
の
安
北
に
到
着
。
直

ち
に
第
四
中
隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

入
隊
当
時
の
直
属
上
官
は

支
那
派
遣
軍
司
令
官

畑

俊
六
大
将

北
支
那
方
面
軍
最
高
指
揮
官

岡
村
寧
次
大
将
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駐
蒙
軍
司
令
官

甘
粕
重
太
郎
中
将

集
団
長
（
騎
兵
）

西
原

一
策
中
将

騎
兵
第
一
旅
団
長

森

茂
樹
少
将

騎
兵
第
十
四
連
隊
長

渡
部
富
士
雄
大
佐

第
四
中
隊
長

川
辺

政
三
中
尉

第
一
小
隊
長

橘

正
喜
智
少
尉

内
務
班
長

松
山

幸
人
軍
曹

初
年
兵
の
出
身
地
は
東
京
、
千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川

二
年
兵
は
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
、
山
梨

三
年
兵
は
長
野
、
栃
木

兵
舎
は
支
那
家
屋
、
ラ
ン
プ
、
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ

気
温
、
零
下
三
〇
度

食
事
、
麦
飯
（
職
人
上
が
り
の
兵
隊
は
陰
で
不
平
を

言
っ
て
い
た
）

内
務
班
は
古
兵
と
同
居
だ
っ
た
が
ビ
ン
タ
は
少
な
か
っ

た
。（
討
伐
が
多
か
っ
た
の
で
）

訓
練
は
歩
兵
操
典
は
使
わ
ず
、
マ
ル
キ
操
典
を
使
っ
て

の
訓
練
で
匍ほ
匐ふく
前
進
二
千
メ
ー
ト
ル
が
目
標
で
し
た
。

対
ソ
戦
闘
用
部
隊
ら
し
い
。

騎
兵
連
隊
と
い
っ
て
も
馬
は
少
し
で
、
代
わ
り
に
ト

ラ
ッ
ク
が
主
体
で
、
教
育
も
自
動
車
運
転
が
主
で
し
た
。

初
年
兵
の
大
部
分
が
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
運
転
免
許
所

有
者
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
私
も
持
っ
て
い
ま
し
た
。
敵

性
語
禁
止
で
用
語
が
難
し
く
大
変
で
し
た
。

初
年
兵
の
兵
器
は
最
新
式
の
三
八
式
小
銃
で
、
照
門
が

丸
い
穴
型
に
変
わ
り
、
木
部
は
ア
ピ
ト
ン
で
し
た
。
騎
兵

は
元
々
ス
マ
ー
ト
で
し
た
た
め
か
、
入
隊
前
の
想
像
と

違
っ
て
軍
規
も
ス
マ
ー
ト
な
の
か
、
反
軍
歌
（
人
の
い
や

が
る
軍
隊
に
…
…
）
等
が
堂
々
と
唄
わ
れ
、
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
が
作
ら
れ
演
奏
さ
れ
て
い
た
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。一

期
の
検
閲
、
自
動
車
教
育
も
一
段
落
し
て
、
約
一
年

経
っ
た
昭
和
十
七
年
十
二
月
十
四
日
は
、
正
午
を
期
し
て

編
成
改
正
に
な
り
、
予
想
通
り
機
動
部
隊
に
な
り
ま
し
た

（
北
支
派
遣
「
滝
」
第
五
三
二
四
部
隊
）。

こ
こ
に
戦
車
第
三
師
団
が
誕
生
し
、
我
が
隊
は
機
動
歩

兵
第
三
連
隊
第
二
大
隊
第
五
中
隊
第
一
小
隊
と
な
り
ま
し

た
。
当
時
の
戦
車
第
三
師
団
長
は
西
原
一
策
中
将
、
機
動
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歩
兵
第
三
連
隊
長
は
加
島
起
己
大
佐
で
し
た
。

昭
和
十
八
年
一
月
三
十
日
に
は
機
動
歩
兵
第
三
連
隊
長

は
吉
松
喜
三
大
佐
と
な
り
ま
し
た
。

装
備
は
中
隊
に
一
式
装
甲
車
三
輛
が
配
備
さ
れ
、
あ
と

は
ト
ラ
ッ
ク
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
装
甲
車
は
七
四
ミ
リ

速
射
砲
を
引
っ
張
る
た
め
で
乗
員
十
五
人
（
速
射
砲
手

ら
）
武
器
な
し
。
ト
ラ
ッ
ク
は
戦
車
の
随
伴
歩
兵
一
個
分

隊
十
五
人
が
各
一
輛
に
乗
車
し
ま
し
た
。

一
個
中
隊
は
三
個
小
隊
、
一
個
小
隊
は
三
個
分
隊
、
合

計
百
三
十
五
人
が
一
個
中
隊
の
人
員
で
す
。
一
個
分
隊
の

装
備
は
三
八
式
歩
兵
銃
と
十
一
年
式
軽
機
（
あ
と
で
九
五

式
軽
機
〔
ハ
ン
ド
ル
付
〕
に
変
更
）、
ト
ラ
ッ
ク
は
制
式

車
に
ト
ヨ
タ
、
い
す
ず
、
補
助
と
し
て
ニ
ッ
サ
ン
が
あ
り

ま
し
た
。
ニ
ッ
サ
ン
は
寒
さ
に
弱
い
の
で
あ
と
で
全
部
南

方
に
持
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

機
械
化
さ
れ
た
部
隊
で
す
が
、
戦
車
一
台
に
ト
ラ
ッ
ク

四
台
が
必
要
で
す
。
燃
料
、
弾
薬
、
修
理
車
、
歩
兵
輸
送

の
ト
ラ
ッ
ク
四
台
で
す
。
対
ソ
戦
目
的
の
部
隊
で
す
か
ら

歩
戦
協
同
の
演
習
が
絶
え
間
な
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

部
隊
が
駐
屯
し
て
い
た
安
北
は
、
オ
ル
ド
ス
砂
漠
の
中

に
あ
る
街
で
す
が
、
現
地
人
の
部
落
は
、
城
壁
も
な
く
無

防
備
で
、
匪
賊
に
よ
く
襲
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
辺
は

ア
ヘ
ン
の
産
地
な
の
で
土
匪
が
こ
れ
を
狙
っ
て
い
る
の
だ

そ
う
で
す
。

ま
た
、
深
夜
に
ズ
ド
ー
ン
と
一
発
銃
声
が
し
ま
す
が
、

そ
れ
は
匪
賊
に
対
す
る
示
威
行
動
な
の
で
し
た
。
蔣
介
石

の
正
規
軍
の
力
は
辺
境
ま
で
は
届
か
ず
、
傅
作
義
軍
の
配

下
の
匪
賊
の
紛
争
が
絶
え
間
な
く
あ
り
ま
し
た
の
で
、
我

が
部
隊
も
河
北
掃
滅
作
戦
に
参
加
す
る
た
め
、
東
隣
の
山

西
省
に
よ
く
出
動
し
ま
し
た
。

機
動
連
隊
の
弱
点
は
補
給
に
あ
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク

の
車
種
が
一
定
で
な
く
、
色
々
な
メ
ー
カ
ー
の
車
が
あ
る

の
で
、
故
障
し
て
修
理
の
た
め
部
品
の
交
換
を
す
る
時

に
、
必
要
な
車
種
の
部
品
が
な
く
、
他
の
車
種
の
部
品
が

あ
っ
て
も
使
え
ず
、
整
備
車
が
来
る
ま
で
夜
で
も
車
の
傍

ら
で
待
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
大
変
な
事
で
し
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た
。ま

た
、
ガ
ソ
リ
ン
が
無
く
な
っ
た
時
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
時
は
高
粱
酒
を
使
っ
て
ア
ル
コ
ー
ル
を
採
っ
た

の
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
が
不
純
物
が
混
じ
っ
て
い
て
困
っ

た
事
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ダ
イ
カ
ス
ト
の
燃
料
ポ
ン
プ
の
代
用
に
、
牛
の

ボ
ー
コ
ー
を
何
枚
か
重
ね
て
使
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

故
障
車
を
放
置
し
て
お
く
と
後
続
部
隊
が
解
体
し
て
部
品

を
取
っ
て
行
く
の
で
、
い
つ
の
間
に
か
車
が
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
油
断
な
り
ま
せ
ん
。

補
給
を
無
視
し
た
日
本
軍
の
作
戦
が
敗
戦
を
招
い
た
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
全
く
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

特
に
食
糧
の
現
地
調
達
は
ひ
ど
か
っ
た
で
す
ね
。
名
前

は
調
達
で
す
が
実
際
は
略
奪
で
す
も
の
ね
。
軍
票
を
渡
し

て
も
価
値
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
戦
後
、
戦
犯
問
題
に
も
な

り
ま
し
た
が
、
民
心
の
把
握
な
ん
て
ゼ
ロ
で
し
た
。

昭
和
十
九
年
三
月
、
河
南
作
戦
参
加
の
た
め
、
安
北
か

ら
包
頭
飛
行
場
に
移
動
、
二
十
八
日
鉄
道
輸
送
で
包
頭
出

発
、
京
包
線
で
北
京
経
由
、
更
に
京
漢
線
で
南
下
、
四
月

一
日
に
石
家
荘
に
着
き
ま
し
た
。
そ
し
て
十
五
日
に
石
家

荘
を
出
発
し
て
十
七
日
に
黄
河
北
岸
の
信
南
に
着
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
か
ら
線
路
を
行
進
、
十
八
日
の
雲
間
に
見
え

隠
れ
す
る
朧
月
を
背
に
受
け
な
が
ら
宵
か
ら
深
夜
に
か
け

て
、
装
甲
兵
車
を
誘
導
し
つ
つ
黄
河
鉄
橋
を
渡
り
ま
し

た
。四

月
二
十
日
早
朝
、
河
南
省
覇
王
城
附
近
で
、
敵
の
迫

撃
砲
の
砲
火
を
浴
び
る
。
以
後
、
氾
水
、
竜
門
、
行
季

村
、
蘇
家
屯
、
宝
豊
葉
村
、
洛
陽
、
方
城
、
内
郷
、

川

を
通
っ
て
鄭
州
の
硝
煙
の
跡
も
生
々
し
い
戦
跡
に
到
着
し

た
の
が
四
月
二
十
三
日
で
し
た
。

五
月
一
日
、
臨
汝
附
近
の
戦
闘
中
、
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ

ン
Ｐ
48
型
戦
闘
機
（
四
機
）
の
初
空
襲
を
受
け
る
。
竜

門
、
洛
寧
を
経
て
五
月
二
十
五
日
、
洛
陽
陥
落
。
六
月
十

五
日
洛
陽
警
備
に
当
た
る
。
そ
の
後
、
葉
県
西
方
の
老
鴉

張
に
駐
屯
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
四
日
、
老
河
口
作
戦
に
参
加
の

た
め
駐
屯
地
を
出
発
、
白
河
を
渡
河
し
て
浙
川
に
一
番
乗
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り
し
ま
し
た
。
昼
間
は
米
機
Ｂ
25
、
Ｐ
40
、
Ｐ
51
（
ム
ス

タ
ン
グ
）
の
来
襲
が
激
し
く
、
行
動
不
能
と
な
り
、
夜
間

は
照
明
弾
、
月
明
か
り
を
利
用
し
て
の
Ｐ
38
戦
闘
機
の
来

襲
な
ど
で
損
害
が
続
出
、
山
中
の
行
軍
で
苦
労
の
連
続
で

し
た
。

制
空
権
の
無
い
機
甲
部
隊
な
ん
て
惨
め
な
も
の
で
、
朝

に
な
る
と
敵
機
が
く
る
の
で
、
夜
の
う
ち
に
各
部
落
に
分

散
し
て
置
い
て
、
軌
道
の
跡
を
消
し
て
お
く
の
で
す
。
軌

道
の
跡
が
敵
機
の
目
標
に
な
っ
て
爆
撃
さ
れ
る
か
ら
で

す
。敵

兵
と
の
戦
闘
が
始
ま
る
と
、
各
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手

も
車
を
一
個
所
に
集
め
て
、
留
守
番
兵
一
人
を
置
い
て
、

他
は
戦
車
随
伴
歩
兵
と
し
て
戦
闘
に
参
加
す
る
の
で
す

が
、
敵
弾
が
戦
車
に
当
た
り
跳
弾
と
な
っ
て
歩
兵
に
当
た

る
の
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
も
老
河
口
作
戦
の
時
は
運
転
手
を
集
め
た
重
機
関
銃

の
分
隊
長
と
し
て
テ
ク
テ
ク
山
の
中
を
歩
き
ま
し
た
。
雨

が
降
っ
て
道
路
が
黄
土
で
ぬ
か
る
み
に
な
っ
て
、
人
車
一

体
と
な
っ
て
悪
路
と
戦
っ
て
、
一
夜
で
、
た
っ
た
二
キ
ロ

し
か
進
め
な
か
っ
た
時
が
あ
り
ま
し
た
。

良
か
っ
た
の
は
河
南
作
戦
の
前
半
期
だ
け
で
し
た
。
私

は
従
軍
期
間
が
十
一
年
八
カ
月
で
、
あ
と
五
十
日
あ
れ
ば

恩
給
が
も
ら
え
た
の
で
す
。
あ
の
頃
入
院
し
て
い
た
連
中

は
帰
国
が
遅
れ
て
皆
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

作
戦
は
河
北
共
産
軍
掃
滅
作
戦
で
山
西
省
に
進
出
し
ま

し
た
が
、
大
し
た
戦
闘
で
な
く
、
常
に
敵
に
逃
げ
ら
れ
戦

果
な
し
。
民
衆
が
敵
に
通
報
し
て
い
た
た
め
、
山
中
を
苦

労
し
て
行
っ
て
も
、
常
に
敵
が
い
な
い
の
で
す
。
夜
、
部

落
の
外
れ
の
路
上
で
村
の
鍛
冶
屋
が
火
を
焚
い
て
仕
事
を

始
め
る
の
で
す
。
仕
事
で
す
か
ら
文
句
を
言
う
訳
に
も
い

か
な
い
の
で
す
が
、
実
は
仕
事
は
仮
装
で
、
連
絡
用
の
焚

火
な
の
で
し
た
。

こ
れ
も
日
本
軍
が
民
衆
か
ら
嫌
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
民

心
の
把
握
が
で
き
て
い
な
い
証
拠
で
す
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
日
頃
、
ソ
連
軍
が
参
戦
し
た
と
の

情
報
が
入
り
、
我
々
機
動
部
隊
は
直
ち
に
許
昌
（
黄
河
の
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南
方
）
に
集
結
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
徹
夜
で
戦

車
を
貨
車
に
積
込
む
の
に
無
蓋
車
が
無
く
、
有
蓋
車
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
、
有
蓋
車
の
箱
の
部
分
を
撤
去
し
て
火
を

つ
け
て
燃
や
し
、
そ
の
明
か
り
で
無
蓋
車
に
改
造
す
る
作

業
を
や
っ
て
い
る
最
中
に
中
隊
長
が
「
ど
う
も
戦
争
が
終

わ
っ
た
ら
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
そ
う
言
え
ば
、
敵
機
が
来
な
い
ぞ
」
と
い
う
こ
と
で

騒
い
で
い
る
う
ち
に
、
無
線
で
「
軽
挙
妄
動
を
慎
む
よ
う

に
」
と
の
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。
陸
士
出
の
隊
長
の
中
隊

で
は
「
国
は
負
け
て
も
〇
〇
中
隊
は
負
け
て
は
お
ら
ん

ぞ
」
と
演
習
を
や
っ
て
い
る
。
我
々
は
気
落
ち
し
て
「
軽

挙
妄
動
を
慎
め
と
言
う
の
だ
か
ら
昼
寝
で
も
す
る
か
」
な

ん
て
言
っ
て
ま
し
た
。
四
年
も
外
地
に
い
る
と
内
地
に
帰

る
な
ん
て
考
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

何
か
マ
ッ
チ
箱
み
た
い
な
爆
弾
が
落
ち
て
焼
野
原
に

な
っ
ち
ゃ
っ
た
と
か
。
住
民
で
英
語
の
で
き
る
人
か
ら
ア

ト
ム
爆
弾
の
こ
と
を
聞
い
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
「
え
ら

い
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
な
あ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
北
京
に
集
結
し
ろ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
蒙

古
の
陣
地
に
行
く
べ
く
用
意
し
て
い
た
の
が
終
戦
に
な

り
、
各
地
に
分
散
し
て
い
た
兵
隊
が
一
斉
に
許
昌
に
集
結

す
る
の
で
貨
車
が
足
り
な
く
な
り
ま
し
た
。

仕
方
な
く
自
動
車
輛
を
黄
河
の
岸
に
放
置
し
ま
し
た
。

許
昌
か
ら
貨
車
に
乗
っ
て
北
京
に
向
か
い
ま
し
た
。
徐
州

の
辺
り
ま
で
来
た
ら
、
重
慶
か
ら
来
た
の
か
「
韓
国
復
興

分
子
」
と
書
い
た
旗
を
持
っ
た
連
中
が
肩
で
風
切
っ
て
威

張
っ
て
い
ま
し
た
。

途
中
で
困
っ
た
こ
と
は
八
路
軍
が
附
近
の
住
民
を
使
っ

て
鉄
道
の
レ
ー
ル
を
撤
去
し
て
妨
害
す
る
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
を
復
旧
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
に
今
度
は
枕
木

の
下
の
砂
利
を
取
り
除
い
て
あ
る
の
に
は
本
当
に
手
を
焼

き
ま
し
た
。

中
国
人
の
労
働
力
は
見
た
め
以
上
に
大
き
い
も
の
で
感

心
し
ま
し
た
。
万
里
の
長
城
が
良
い
見
本
で
す
。
す
べ
て

人
力
で
す
。
貧
弱
な
道
具
で
大
き
な
事
を
や
り
ま
す
。

八
路
軍
は
民
心
の
把
握
に
優
れ
て
い
る
の
で
住
民
も
お

礼
と
い
う
か
義
理
立
て
で
し
ょ
う
。
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北
京
集
結
に
当
た
っ
て
八
路
軍
と
蔣
介
石
軍
と
い
ざ
こ

ざ
が
あ
っ
て
、
一
旦
返
納
し
た
武
器
を
ま
た
も
ら
っ
て
電

信
所
な
ん
か
の
警
備
に
当
た
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
北

京
の
市
内
も
日
本
軍
と
蔣
介
石
軍
と
の
共
同
警
備
と
な
り

ま
し
た
。

米
軍
も
お
り
ま
し
た
が
、
日
本
兵
を
警
戒
し
て
「
地
下

足
袋
は
や
め
て
く
れ
」「
夜
間
の
歩
哨
の
抱
え
銃
は
荷
い

銃
に
し
て
く
れ
」
な
ど
、
南
方
戦
線
で
、
日
本
軍
の
斬
り

込
み
戦
法
に
痛
め
つ
け
ら
れ
た
米
軍
の
後
遺
症
で
し
ょ

う
、
い
ろ
い
ろ
注
文
を
つ
け
て
き
ま
し
た
。

結
局
、
北
京
に
い
た
隼
戦
闘
機
隊
と
私
達
の
虎
兵
団
は

米
軍
に
嫌
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
早
く
帰
せ
と
言
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
の
で
私
の
軍
歴
が
十
二
年
に
な
り
ま
せ

ん
。英

語
は
今
ま
で
禁
句
で
し
た
が
、
急
に
英
語
の
勉
強
し

ろ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
私
は
通
訳
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
十
一
月
末
、
塘

か
ら
米
軍
の
Ｌ
Ｓ
Ｔ

（
戦
車
輸
送
船
）
に
乗
せ
ら
れ
た
の
で
す
が
、
機
雷
原
を

避
け
る
た
め
南
方
に
迂
回
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
兵
隊
が

心
配
し
て
「
あ
あ
南
方
で
奴
隷
に
さ
せ
ら
れ
る
」
と
騒
い

で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
十
二
月
四
日
に
長
崎
県
佐
世
保
の
南
風
崎
に
上

陸
、
懐
か
し
い
我
が
家
に
約
四
年
ぶ
り
に
帰
り
ま
し
た
。

弟
は
私
の
出
征
後
、
現
役
で
中
支
の
無
錫
に
征
っ
て
お

り
、
家
に
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
十
一
年
四
月

に
無
事
帰
国
し
ま
し
た
。
ほ
か
は
皆
元
気
で
し
た
。

復
員
後
、
米
軍
政
府
に
就
職
し
、
日
本
の
物
資
の
移
動

に
関
す
る
米
軍
の
許
可
、
ま
た
物
資
の
調
達
や
技
術
顧
問

と
な
り
尉
官
ク
ラ
ス
と
も
親
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

作
戦
の
や
り
方
や
兵
隊
の
扱
い
な
ど
で
、
日
本
と
は
大
い

に
違
う
な
あ
ー
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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